
数学Ⅰ・Ａ　第３問
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(1)　余弦定理により
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　よって　　4ABC=アイ60,

　△ABC の外接円 O の半径を R とすると，正弦定理により
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(2)　円に内接する四角形の対角の和は 180, であるから

　　　　　　4BAD+4BCD=カキク180,

　よって，4BAD=a とすると
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　2CD=AD であるから，CD=x とおくと　　AD=2x

　また　　4ADC=180,-4ABC=180,-60,=120,

　△ACD に余弦定理を用いると

　　　　　 2AC = 2AD + 2CD -2AD･CDcos4ADC
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　△ABE と △CDE において，

　　　　4E は共通，4ABE=4CDE=60,

　であるから，△ABE と △CDE は相似である。
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